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第１５回　パーソナルアシスタンス☆フォーラム　　　　　　　　　　　　　　

「重度訪問介護の対象拡大」の傾向と対策

知的障害だけの問題にしてはいけない　　　

岩橋誠治（たこの木クラブ）
【対象拡大ｏｒ別類型？】
☆厚労省付案は対象拡大とは思えない。

・専門性

・アセスメント

・行動障害

※旧態依然とした「医療モデル」の考え方。

※対人相互の関係に困難さを抱える知的当事者を、個人の能力としてみる事はそぐわない。
　⇒厚労省の本音。「介護保険」統合もしかり。
※身体当事者が求め抵抗してきた事柄とはまるで違う別類型の枠組み
【重身体当事者の声】

・無関心　～複雑で難しい～

・懸念　～影響が及ばないように～

・人任せ　～知的当事者に委ねる～

※すべての人とは言わないが

「自分たちに影響が及ばないように」とか

当事者自身が語れない事を抜きに「知的当事者自身が声を上げる」とするのは別物として見ている？
※身体当事者たち自身が作ってきたものとして拡大の内容を問わなければ、自分自身の　足元が危うくなる。と言う立て方はないのか？

　それとも・・・

　「すべての障がい者」と言いつつ、自分たちの既得権の戦いをしているのか？

【重度訪問介護に内包する重度身体当事者の介護保障の歴史と意義】

☆制度によって管理されない

　見守り介護　

ヘルパー派遣時間に合わせた暮らし⇒当事者の暮らしに合わせたヘルパー派遣
　重度訪問介護研修

　　当事者が自らの暮らしの中でヘルパーを育てる。ともに育つ。
☆重度身体当事者が求めてきたものは、
　　重度訪問介護←日常生活支援←推薦登録ヘルパー←ヘルパー制度への統合←全身性　介護人派遣事業←脳性まひ者等介護人派遣事業
☆本人の暮らしに即した介護

☆専門性よりも個別性

☆脳性まひ者から全身性へ＝障害種別を問わない

☆家族介護から他人介護へ＝介護人派遣の回数枠
※これらとは真逆の方向に、今回の拡大は向かっている。
【厚労省案は重度身体当事者にとって別ものか？】

今後懸念される方向

1 知的当事者を対象とした場合に生まれる事柄が重度身体に波及する。

⇒制度は作る者から利用するものになっている？

⇒利用できる人と利用できない人の格差

2 内容的に別の枠組みとする⇒新たな隙間を拡大していく。当事者運動を分断する。
【別類型ではなく「対象拡大」にこだわる】
※必要とするすべての当事者を対象とする事に立ち続ける。
※別ものではなく自分たちのもの

※「重度」＝「行動援護」ではない。

※「重度」「軽度」は、本人の状態ではなく支援の必要度

※「対象拡大」は必要とする人たちに開かれたという事

※「拡大」によって必要となる支援をすべての当事者とともに考える事が、これまでの　　歴史を創ってきた人たちの想いを強固にするものであり、新たな人との連携はより　　様々な発想や展開を生み出す事につながる。　

